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平成 17 年度 
 

大 学 情 報 化 
職  員  研  修  会 

開 催 要 項 
 
 

 
A 日程：平成１７年１０月 ５ 日(水)～ ７ 日(金) 
B 日程：平成１７年１０月１２日(水)～１４日(金) 

 
会場：浜名湖ロイヤルホテル（静岡県浜松市） 

 
http://www.juce.jp/kenshu/shokuin2005/ 

社団法人私立大学情報教育協会 
研 修 運 営 委 員 会 

 
 

 平成 17 年度・私情協研修等事業  
 8 月 学内ＬＡＮ運用管理講習会 
 8 月 授業情報技術講習会 
10 月 大学情報化職員研修会 
11 月 事務部門管理者会議  
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開催主旨 
 

テーマ： 大学の社会的責任とＩＴを活用した教育支援のあり方 
 
大学教育の成果である人材育成が社会から問われている。創造性、即戦力、基礎学

力など人間力の低下が指摘され、学生の質保証が取り沙汰されるなど、教育全般に亘
り改革が求められており、それには、理事会をはじめ教員・職員による人材育成の取
り組みが不可欠であるが、とりわけ職員には、教育支援、人材育成支援の取り組みを
コーディネート、マネージメントする能力が要請される。問題解決に向けた取り組み
について可能性を模索する中で業務を点検し、IT 活用による教育改善および人材育成
支援、望ましい情報環境や運営組織の在り方など、大学改革に不可欠な課題について、
事例紹介、意見交流を通じて職員一人ひとりの資質の向上を目指すことを目的に本研
修会を開催する。 
 

全体講演 
全体会では、上記の趣旨を踏まえ、大学全体で組織的に授業改善、教育の質保証に

取り組んでいる大学より、事例を報告いただきながら、大学の使命と職員に寄せられ
る期待について講演いただく予定である。 

〔講師〕 
A日程：伊原 豊實 氏（帝塚山大学副学長） 
B日程：松原 典宏 氏（日本文理大学学長） 

 
１．研修の進め方 

本研修会は、研修の主旨を理解するための全体会（講演、事例解説等）の後、テーマ別の
分科会形式に移行します。分科会では、趣旨に沿ってサブテーマの内容を中心に討議を行い、
問題解決のための方途を探ります。また、必要に応じて、参加者の中から、あるいは外部関
係者を招いて先進的な取り組み事例の紹介を行います。 

 
２．参加資格 

加盟大学教職員：当協会加盟大学・短期大学の職員。一部分科会では教員も対象とします。 
賛 助 会 員：本研修会の開催内容に関連する当協会賛助会員企業の方。 

 
３．開催日程・会場 

Ａ日程：１０月 ５ 日（水）～ ７ 日（金） 
Ｂ日程：１０月１２日（水）～１４日（金） 
会場：浜名湖ロイヤルホテル 
（〒431-0101 静岡県浜松市雄踏町山崎 4396-1 TEL. 053-592-2222） 
※ 本年度は合宿研修となります。参加者は全員上記ホテルへ宿泊いただきます。 
※ 原則としてツインルームとし、部屋割りは当方で割り当てます。 
※ 最寄駅 JR 東海道本線「舞阪」駅（東海道新幹線「浜松」駅より 10 分）より送迎バスを

用意しております。 

宿泊費 27,000 円(税込)（2 泊 5 食付） 
※宿泊費は、研修会 1 日目、受付時に参加者個人ごとにホテルへお支払いください。 
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４．分科会 
学内の基幹業務あるいは業務を横断するテーマについて討議と事例研究を行い、問題解決

の方法について理解を深めます。※A-5,B-4,B-5 分科会では教員も対象とします。 
  

A 日程：10 月 5 日～7 日 

Ａ－１ 学生基本情報管理と活用 

Ａ－２ 財務・会計管理 

Ａ－３ 教育学術情報 

Ａ－４ 大学Ｗｅｂサイト分析 

Ａ－５ 情報化推進組織の管理運営 

Ａ－６ ＩＴを利用したコラボレーションシステム 
 
B 日程：10 月 12 日～14日 
Ｂ－１ 学修支援 

Ｂ－２ キャリア形成支援 

Ｂ－３ 人事制度改革とシステム構築 

Ｂ－４ 教育方法と教育支援 

Ｂ－５ 教育・研究の情報基盤整備 
  
５．参加者レポートについて、 

各分科会指定の様式にてレポートを事前提出することを参加の要件とします。次ページから
の各分科会概要をよくご覧いただき、指示に従ってレポートを作成願います。 

 提出は下記の Web ページから送信していただきます。また、参加者レポートは、同 Web
ページにて相互に閲覧可能とします。事前にご一読の上、所属するグループの参加者レポート
のみ印刷し研修会へ持参ください。 

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｕｃｅ．ｊｐ／ｋｅｎｓｈｕ／ｓｈｏｋｕｉｎ２００5／ 
※ 参加者レポートは討議の進め方、ミニ事例発表等の参考にさせていただきますので、申

し込みが済みましたらできるだけお早めに提出ください。また、何らかの事情により
Web からのレポート送信ができない場合は事務局にご相談ください（TEL：
03-3261-2798）。 

 
６．募集定員 

各分科会 30 名～60 名程度。 
会場の定員により参加者多数の場合には参加者の調整をお願いすることがあります。申

し込み状況については Web ページで随時ご連絡いたします。 
  
７．参加費 

1 名 32,000 円（税込） 
  
８．参加申込方法および締切日 
 参加申込書を大学ごとに一括して取りまとめ、９月２０日（火）までに私情協事務局宛に FAX
願います。FAX 送信後は着信確認の電話をお願いいたします。締切日以降でも定員に余裕があれ
ば申し込みを受け付けますので、事務局にお問い合わせください。 

FAX 送信先：03-3261-2798 社団法人私立大学情報教育協会 事務局 
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９．参加確定通知 
参加者の確定は９月２２日（木）に本研修会の Web ページ(URL は表紙参照)および申込取りま

とめ担当者へ e-mail で通知いたします。 
 
１０．参加費振り込み 
 

参加確定の通知を受領後、大学ごとに一括して１０月４日（火）までに銀行振り込みにより納
入ください。 

＜振込先＞りそな銀行 市ヶ谷支店 普通預金口座 
口座番号：0054409 名義人：（社）私情協 

※ キャンセルの場合、A 日程では 10 月 3 日、B 日程では 10 月 7 日までにご連絡をい
ただいた場合は、全額参加費を返金します。それ以降のキャンセルは資料代と実費
のご負担をお願いいたします。 

  
１１．研修会報告書 
 本研修会終了後、報告書を刊行し参加者全員に送付いたします。 
 
１２．分科会概要 
 
Ａ－１ 学生基本情報管理と活用 
  
【分科会のねらい】 

魅力ある大学作りのため、職員の教育参加、教員とのコラボレーションの必要性が唱えられて久しい。しか
し、新たな教育支援サービスの展開となると、試行錯誤の状態である。 
学生基本情報は、あらゆる業務の基礎となるデータとして、各大学でも有効活用が検討されている。例えば、

「学生カルテ」ともいわれるように、一人一人の学生に対し、あらゆる角度から教育上のサポートを行う仕組
みの試みも始まりつつあり、学生基本情報の新しい活用が話題となってきている。他方、個人情報保護法の施
行に伴い、基本情報全体について、大学としての情報管理、セキュリティ対策が喫緊の課題となっている。 
本分科会では、以上のような基本情報の新しい活用を視野に入れながら、人材育成に必要な教育支援サービ

スの実現に向け考察していく。 
 
【メインテーマ】 

学生基本情報システムを利用した新たな教育支援 
 
【サブテーマ】 

①学生基本情報の共有 
②職員の教育参加と教員とのコラボレーションによるチュータシステム 
③学生・父母のニーズに応えた学生支援サービスの充実 
④個人情報保護と安全管理 

 
【対象者】 

学生基本情報を利用または管理するすべての部門 
 
【ミニ事例発表】 

参加者事前レポートの内容をもとに、先進事例についてはミニ事例として発表をお願いする。 
 
【事前レポート】 

討議を円滑に進めるため，参加者は以下の内容についてＡ４判１枚程度にまとめてレポートを事前に提出し
てください。 

１．自校の学生基本情報システムの概要 
・学生基本情報システムの有無 
・各部署の連携とシステムのメンテナンスの現状 

２．教育支援や学生サービス（就職，生活支援等を含む）に利用している具体例 
・現在利用していない場合は参加者の考え 
・職員の教育参加や教員との連携について 

３．個人情報の安全管理について 
４．その他，討議・情報交換希望項目 
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Ａ－２ 財務・会計管理 
 
【分科会のねらい】 

18 歳人口による志願者の減少に加え、全入時代を間もなく迎えようとしている今日では、学生の確保が最大
の関心事となっている。学生が大学を選択する時代となり、大学は学生に選ばれるような大学とならなければ
ならない。それゆえに、これからの財務・会計管理に求められる視点は、人材育成を保証するための特徴ある
教育の実現が大学経営の基本戦略として共通認識されることである。 
それには、大学としての教育政策に基づいた財政計画の立案が不可欠であり、新しい教育創造のための組織・

体制、システム構築、施設設備の充実など、教育支援の実現に向けた財務戦略、例えば新たな教育投資、コス
ト削減、収入の拡大策などを的確に対応しなければならない。他方、私立学校法の改正により、社会に対して
説明責任を果たすことが求められており、財務情報の透明化、公開が義務付けられている。 
本分科会では、大学経営に必要な経営情報システムとは何かという視点で、財務・会計管理部門から経営部

門に対し、いかに経営情報を提供しているか、提供方法や提供内容をはじめ大学の短期・中期的財政計画立案
のうえで必須となる情報とは何か、また経営者に必要な意思決定情報システムとはどのようなものなのか、事
例発表を参考に以下のサブテーマに沿った内容について討議し、考察を行う。 

 
【メインテーマ】 

大学経営に必要な経営情報システム 
 
【サブテーマ】 

・予算編成・執行・統制システム 
・短・中期財務計画シミュレーション 
・財務状況の点検・評価システム 
・外部資金の導入と情報化投資の管理 

 
【対象者】 

この分科会は、会計・財務情報に関係する部門（企画・経理・総務部門など）を対象とする。 
 
【ミニ事例発表】 

参加者事前レポートの内容をもとに各大学の状況報告をしていただき、先進事例については、ミニ事例とし
て発表をお願いする。 

 
【事前レポート】 

運営を円滑に進めるため、以下の内容を記載したレポートの事前提出をお願いする。 
①参加者のプロフィール 

（大学名、所属（役職）、氏名、連絡先メールアドレス、勤続年数及び現職勤務年数） 
②自校の財務・会計システムの概要、導入・運用状況、効果、問題点 
③上記テーマ、サブテーマ、キーワードについての意見 
④本研修に関する討議希望事項（サブテーマ、キーワード） 

  
Ａ－３ 教育学術情報 
 
【分科会のねらい】 

いま、大学図書館に対する期待は、より実質的な教育支援のための情報サービスに比重が移りつつある。そ
のため、膨大な学術資源の戦略的導入、授業理解や自立的学習を促進させるような情報提供、教材を含む各種
コンテンツ作成支援、知財を含む成果物の権利保護など、新たな諸課題をクリアしなければならない。 
この分科会では、こうした情勢下の図書館が大学の教育改革、人材育成にどのような政策展開が可能かを探

ることを目的とし、具体的に新進の事例を紹介しながら教育の変化に符合する新たな取り組みなど利用者サー
ビスの高度化に伴う諸問題について討議していく。 

 
【メインテーマ】 

「教育支援のための学術情報サービス」 
 
【サブテーマ】 

① 求められる情報提供の在り方 
データベース／電子ジャーナル・ドキュメント／学習コンテンツ・教材アーカイブ 

② 教育を支援する高度サービス 
学術情報ポータル／Web＆モバイルサービス／利用者教育 

③ 図書館サービスの法律課題 
著作権／個人情報保護／e-文書法（権利保護） 
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【対象者】 
図書館部門、情報化（ICT）関連部門、教育サービス・学生サービス部門、 
生涯学習部門等の職員 

 
【ミニ事例発表】 

参加者事前レポートの内容により数件のミニ事例を設定し、分科会席上での発表（20 分／件）を予定して
いる。なお、自・他問わず希望の場合は事前レポートにその旨記入を願う。 

 
【事前レポート】 
以下の事項について、Ａ４判縦１枚横書きにまとめ提出いただく。 

①この分科会への参加動機 
②メインテーマ、サブテーマに関する貴校の取り組みの状況または展望 
③他大学との情報交換希望項目（特にある場合のみ） 

  
Ａ－４ 大学Ｗｅｂサイト分析 
 
【分科会のねらい】 

大学の特色発揮を広く社会に喧伝し，社会からの理解と支援を得ることが大学戦略に欠かせないものとなっ
てきている。教育・研究情報、産学連携情報、第三者評価結果情報など、アカウンタビリティとしての情報開
示が求められている。そのためには、他大学との差別化が図られるよう効果的な発信情報の取捨選択、Ｗｅｂ
サイトのデザイン（情報の配置・階層・構成）が重要なポイントとなる。 
そこでこの分科会では、昨今，民間企業などが行っている大学ホームページランキングなどを参考に、上位

にランクされたホームページの特徴を分析し、自大学のホームページとの比較を行い、大学における戦略的広
報のあり方および推進体制などについて討議する。 

 
【メインテーマ】 

大学における効果的なＷｅｂ広報と情報発信 
 
【サブテーマ】サブテーマ 

①広報媒体としてのホームページとその効果的な活用方法（学外，学内） 
②社会が求める大学情報と大学が発信すべき情報 
③戦略的なＷｅｂサイト設計 
④情報発信のための推進組織体制 
⑤大学の知財公開とセキュリティ 

 
【対象者】 

広報・企画部門及び大学情報を発信している関連部署 
 
【ミニ事例発表】 

①参加者事前レポートの内容により数件の事例発表をお願いする。 
②Ｗｅｂサイト制作会社から大学サイトについて参考事例を報告してもらう。 

 
【事前レポート】 
以下の項目について自大学の状況をＡ４サイズ２枚以内にまとめ，事前に提出していただく。 

①ホームページアドレス 
②研修への参加目的 
③メインテーマ，サブテーマに沿った自大学の現状と課題，今後の計画 
④テーマに則った討議希望項目及び情報交換希望項目 

  
Ａ－５ 情報化推進組織の管理運営 
 
【分科会のねらい】 

教育改革が叫ばれている。これからの教育に求められるものは、教える授業から、学生一人ひとりが主体的
に学ぶ授業を実現することである。従来はマス教育 としての情報システムが主体であったが、今後は学生一人
ひとりがいつでもどこでも学習が可能となるような情報システムが求められている。情報システム部門がこう
した大学の活動全般（教育・研究・事務）に対し、現在どの程度まで能動的に関与しているのかを次の点から
検証する。第一に IT を活用した新しい教育手法への対応として具体的な教員支援の在り方を事例に基づいて検
証する。第二に教育研究用 IT リソースの効果的運用に関し事例に基づいて、その利用実態、対費用効果等を実
証的に検討する。最後に個人情報保護法への対応に関するシステム面からの支援策をシミュレートする事によ
って大学総体へのセキュリティ保障の可能性を模索する。 

 



 - 6 - 

【メインテーマ】 
 １）教育支援組織の立ち上げと運用について 
  －獨協大学教育支援室の立ち上げと運用実態（事例報告） 
 ２）教育改善に必要な環境整備の確認 
  －芝浦工業大学でのソフトウェア導入方式のオープン化と利用実態の把握（事例報告） 
 ３）教育現場における IT を活用した個人情報保護法対策を考える（演習） 
  －個別報告とグループ討議に基づく実際的な対策システムの策定 

 
【サブテーマ】 

 １）IT を活用した教育支援 
  ・ユーザーの IT スキルアップ 
  ・コンテンツの整備と活用 
２）情報環境整備の方向性について 

   ・インフラの整備 
   －ハードウェア、ソフトウェア、ネットワークの経費と管理運用 
   ・LMS、e-Learning、遠隔授業環境 
３）個人情報保護法対策支援システムについて 
    ・認証システム（IC カード、PKI、生体認証、暗号化、etc） 
  ・シンクライアントシステム（ディスクレス PC、etc） 
  ・セキュリティソリューション 

 
【対象者】参加対象 

１）情報システム部門の管理・監督職および中堅職員（前職を含めて 3 年以上の職務経験） 
２）テーマに関心があり情報提供のできる他部門の職員 

 
【事前レポート】 

グループ討議でのミニ報告のためのレポートを提出していただく。 
テーマ：大学における個人情報保護法対策をシステム的側面からどのように支援することができるか。 
記載項目（A4、1～2 枚程度） 
 １）氏名 
 ２）大学名 
 ３）所属（役職を含む）・在職年数 
 ４）現在の業務内容 
 ５）目下の関心事項 
 ６）連絡先 
 ７）業務用メールアドレス 
 ８）グループ討議テーマに基づくレポート 

※ 事例報告、現状報告、方策提案、業界トレンド報告等、内容は自由だがキーワードを参照しつつレポ
ートを作成していただく。 

  
Ａ－６ ＩＴを利用したコラボレーションシステム 
 
【メインテーマ】 
「教育支援を支えるコミュニケーションシステム」 
 
【分科会のねらい】 

学生一人ひとりの品質を保証するという大学としての使命に応えていくには、教職員一体となってこの問題
に対して、知恵を出し合い、様々な対策を講じていくことが不可欠である。 
それには、縦割り組織の弊害を打破するために、組織を超えて大学構成員の間で課題を共有し、問題解決に

向け密接な相互コミュニケーションが求められるとともに、校友による情報提供、地域社会との情報交流を可
能にするコミュニケーションシステムの再構築が課題となる。 
本分科会では、事例を参考に、さらに学内組織を超えて大学を取り巻く地域社会も視野に入れ、組織の壁を

超えたバーチャル空間上での協業システムについて討議し、実現のための問題点と効果的に活用していくため
のポイントを探る。 

 
【サブテーマ】 

グループウェア／文書管理／ナレッジマネジメント／ポータルサイト／ホームページ 
教育支援システム／相談・助言システム／セキュリティ／個人情報保護／掲示板／ＴＶ会議 
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【対象者】 
協業を推進する部門（企画・総務・人事部門など）、共有情報の活用部門（全部門）、情報環境を整備する情

報部門など幅広い部門を対象とする。 
 
【ミニ事例発表】 

参加者事前レポートの内容をもとに、各大学の状況報告をしていただき、先進事例については、ミニ事例と
して発表をお願いする。 

 
【事前レポート】 

 以下の内容を記載したレポートの事前提出をお願いする。 
 ①自校のＩＴを利用した協業システムやそのシステムの概要、導入・運用状況、効果、問題点 
 ②上記テーマ、サブテーマ、キーワードについての意見 
 ③本研修に関する討議希望事項 

  
Ｂ－１ 学修支援 
 
【分科会のねらい】 

IT を活用した学生の学修行動、すなわちシラバスの検索・閲覧、履修科目の検討から単位の取得までの一連の
流れに焦点を当て、それぞれのプロセスにおける効果的な支援のあり方について検討する。学生の学習活動を喚
起し、主体的に学ぶ姿勢を醸し出すような学修支援環境の構築について、例えば、進路設計と履修科目の相談・
助言、GPA 導入による学習意欲の刺激、試験結果の公表システムなど、教員側からの意見も参考に模索する。 

 
【メインテーマ】 

学生の視点に立った学修支援のあり方 
 
【サブテーマ（キーワード）】 

①. 学生の学修行動（履修計画策定から登録、学習活動を経て、学習成果確認に至るまで）について 
②. 学修支援環境（組織・委員会、制度、支援システム［Web シラバス・Web 登録・成績照会システム等］）

について 
③. 学修支援における個人情報保護法の連関について 

 
【事前レポート】 

以下の項目について、それぞれ簡潔に記述いただく（Ａ４用紙１ページ以内）。 
１）自大学における、①学修支援環境（組織・委員会、制度、支援システム等）の現状及び課題、②学修支

援における個人情報保護法の対応 
２）特に討議を希望するテーマとその理由 

 
Ｂ－２ キャリア形成支援 
 
【分科会のねらい】 

学生の価値観の多様化、就労意欲の低下は、学生の職業意識に影響を及ぼし、ニート・フリーターの増加と
いった深刻な社会問題を引き起こしている。人材育成という社会の要請に大学が応えるためには、学生の就業
観を涵養し、将来設計が可能となるような人間力の教育、例えば大学としての組織的なインターンシップやワ
ークショップなどの実体験型の教育をはじめとしたキャリア形成教育への転換が必要である。 
本分科会では、このキャリア形成教育を実現するために IT 活用の可能性と限界を模索し、効果的な情報活用

のあり方を検討する。 
 
【メインテーマ】 

キャリア形成を支援するための効果的な情報活用 
 
【サブテーマ】 

・進路観の醸成、キャリア形成を支援する情報システムとは 
・学生の状態や到達度に応じた的確かつ有益な情報提供のあり方 
・社会と連携したキャリア支援を実現するための情報ネットワークの利用 
・インターンシップ、キャリア関連科目等の実践と効果 
・教員と職員の協業体制、教員組織との連携、キャリア教育支援 

 
【対象者】 

就職支援・キャリア支援部門、教務部門等 
 
【ミニ事例発表】 

参加者の事前レポートの内容により、先進的な事例について発表をお願いする。 
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【事前レポート】 
運営を円滑に進めるため、以下の内容についてＡ４サイズ１枚程度にまとめ、事前提出をお願いする。 
１．参加者及び所属大学のプロフィール 
（１）大学名、所属（役職）、氏名、連絡先メールアドレス 
（２）勤続年数及び現職勤務年数（９月末日時点） 
（３）就職支援・キャリア支援部門の体制 
  （委員会等の構成、教員・専任職員・非専任職員の人数内訳） 
２．キャリア形成支援の現状（実施状況、効果、問題点・課題等） 
（１）４年間のキャリア形成支援策について 
  （各種ガイダンス、個別面談、キャリア形成関連科目の開講、インターンシップ他） 
（２）ＩＴを活用したキャリア形成支援の取り組みについて 
  （学生個人情報の管理と活用、学生とのコミュニケーション、Ｗｅｂ等による情報提供他） 
（３）教員組織との連携について 
  （キャリア形成カリキュラムの構築、研究室における個別指導他） 
３．討議希望項目（サブテーマを中心に） 

  
Ｂ－３ 人事制度改革とシステム構築 
 
【分科会のねらい】 

社会に有用な人材を輩出するという大学の使命を達成するためには、職員の業務は教育・研究支援、キャリ
アアップ支援、それらを効果的に行うための IT の活用など、より専門化・高度化している。業務の質、内容の
高度化に対処して、充分に教育・研究支援活動に即した適切な人材を確保するためには、人材の有効活用のた
めの諸制度の見直しや検討を加え人事政策を立案していく必要がある。 
当分科会では、人事部門が自ら大学の教育・研究の政策とその支援について考え、人事としてのアプローチ

からそれを具現化させるための方法について討議、検討する。 
 
【メインテーマ】 
 大学経営のための人材活用と人事制度 
 
【サブテーマ・キーワード】 

（１）．人事制度の見直し 
    ・教職員の業績評価･管理 

・業績・教育・管理（学校運営）評価などの評価基準への取り組み、 
（目標管理制度、成果主義、能力主義などの人事考課方法について） 

    ・外部委託・人材派遣、部門の統廃合等 
（２）．人事での IT 活用 

研修補完のための e-ラーニング、教員のための IT 活用講習会等、人事システムの現状分析から今後の
あり方等 

【対象者】 
 人事部門 
【ミニ事例発表】 
 参加者の事前レポートの内容から、数件の事例発表をお願いする。 
【事前レポート】 
 運営を円滑に進めるため、以下の内容についてＡ４サイズ１枚程度にまとめ、事前提出をお願いする。 

（１）．プロフィール 
 （大学名、所属（役職）、氏名、連絡先メールアドレス、勤続年数及び現職勤務年数） 
（２）．大学の紹介（学生数、教員数、職員数等） 
（３）．サブテーマ・キーワードに沿った、貴学の現状、取り組み、今後の課題 
（４）．ＩＴを活用した現状の取り組みについて 
（３）．情報交換、討議を希望するテーマ 

  
Ｂ－４ 教育方法と教育支援 
 
【分科会のねらい】 

社会から大学の教育に対して質の保証が求める声が高まっており、大学の教育が評価される時代になってき
た。学生の能力が多様化してきたことに伴い、大学も教育内容を多面的に用意し、学生の能力に応じた授業の
提供が避けられない事態になってきている。とりわけ、基礎学力が不足している学生には、授業の補完として
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の学習環境（e-ラーニング等）を準備するほか、魅力ある授業を提供するためには、動機付けを中心とした教
育方法が必要とされる。 
それには、教員の個人的な努力には限界がある。教材の電子化をはじめ、教材・素材の収集、著作権問題、

教育改善のための教育内容の豊富化・高度化を意識した授業形態が求められる。 
本分科会では、従来の教員・職員・組織にとらわれない教育支援体制の構築や新しい教育方法の展開、授業

改善の取り組みとそのシステム化について、先進的な大学の事例をもとに、教育支援システムのあり方を検討
する。 

 
【メインテーマ】 

教育システムの新たな構築と学習活動に対する IT の応用 
 
【サブテーマ】 

レポートシステム／e-Learning／教育支援のための組織・体制／コンテンツ作成体制／教務事務システムとの連携 
 
【対象者】 

教育支援に直接、間接に関わっている方。または、本分科会の内容に関心のある方であれば部署、経歴等は
問わない。 

 
【ミニ事例発表】 

先進的な取り組みをしている大学から事例発表を予定している、また、参加者の事前レポートの内容により
事例発表をお願いする。 

 
【事前レポート】 

運営を円滑に進めるため、テーマに沿った提案、問題点、討議希望項目と、大学における教育支援の実施内
容、運用体制などについてＡ４サイズ１枚程度にまとめ、事前提出をお願いする。 

  
Ｂ－５ 教育・研究の情報基盤整備 
 
【分科会のねらい】 

情報センターや管財施設部は、教育・研究活動の基盤的な環境として、教室のマルチメディア化、個人研究
室・共同研究室のＩＴ化、学内ＬＡＮ（無線ＬＡＮを含む）の整備、入退室管理を含む施設設備のセキュリテ
ィ対策などの整備計画の策定・実施、運用管理の高度化が求められている。それには、教育政策との整合性を
図ることが重要で、教学部門との連携が課題である。 
本分科会では、このような点を視野に入れて、教育・研究情報の基盤整備のあり方について、当面取り組ま

なければならない対策、中長期的に取り組まなければならない課題について整理し、情報戦略の可能性と限界
について検討する。 

 
【メインテーマ】 

教育･研究情報基盤整備の側面から見た支援のあり方 
 
【サブテーマ】 

・情報センター部門、施設管理部門における職員の役割 
・ヘルプデスク的支援から、コンサルティング的支援へ 
・授業で使いやすいマルチメディア教室 
・情報基盤の近未来的あり方 
・補助金の活用 

 
【対象者】 

情報センター部門、施設管理部門等 
 
【ミニ事例発表】 

参加者の事前レポートの内容により、先進的な事例について発表をお願いする。 
 
【事前レポート】 
 ①簡単な自己紹介 
  大学名、所属、その部門での在課年数、メールアドレス 
 ②この分科会への参加目的 
 ③テーマに関わる貴学の現状と課題 
 ③情報交換または討議を希望するテーマ 



進行予定表
　※都合により変更することがあります。

1日目 2日目 3日目
9:00

11:30

12:00 12:00

13:00 全体会 13:00

開会挨拶
私情協教員調査解説

委員紹介
14:00 休憩

14:20 全体講演

事例紹介

15:30

15:50

17:00

17:30

18:00

18:30

分科会討議

休憩

夕食

懇親会

チェックイン・休憩

グループ討議

移動・休憩

グループ討議

受付 昼食

アンケート記入・解散

分科会討議



平成17年度大学情報化職員研修会　参加申込書
大学名 事務連絡者氏名 所属及び役職名

TEL: （内　　　　） FAX:

E-mail:

参加希望 性別 喫煙 勤務 現職在 ★参加 ※参加 基礎講習会職員研修会Ｅ－ｍａｉｌアドレス
グループ 年数 職年数 動機 目的 参加経験 参加経験

－
歳

男・女 有・無
年 年

あり　・　なし

回

－
歳

男・女 有・無
年 年

あり　・　なし

回

－
歳

男・女 有・無
年 年

あり　・　なし

回

－
歳

男・女 有・無
年 年

あり　・　なし

回

－
歳

男・女 有・無
年 年

あり　・　なし

回

－
歳

男・女 有・無
年 年

あり　・　なし

回

－
歳

男・女 有・無
年 年

あり　・　なし

回

－
歳

男・女 有・無
年 年

あり　・　なし

回

－
歳

男・女 有・無
年 年

あり　・　なし

回

★参加の動機について以下の中から選んで記号を記入してください。「４．その他」の時は枠の中に短く記入してください。
　１．自主的　　２．上司からの指示　　３．順番　　４．その他

※参加目的について以下の中から選んで数字を箱の中に記入してください。「５．その他」の時は枠の中に短く記入してください。
　１．自己啓発　　２．他大学の状況調査　　３．一般教養　　４．スキルアップ　　５．その他

連絡先　：　〒102-0073  東京都千代田区九段北4-1-14 No.1山崎ビル 4F　 社団法人私立大学情報教育協会 事務局
TEL:03-3261-2798　　FAX:03-3261-5473

○で囲んでください
年齢参 加 者 氏 名 所属及び役職名

所在地：(〒       -     )


